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平城宮第 161次発掘調査現地説明会資料

1984年12月8日

奈良国立文化財研究所

はじめに
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平城宮跡発掘調査部

ム芹常人
平城宮跡発掘調査部は第161次調査として平城宮の推定第二次朝堂院の東

（
 

第一堂の発掘調査を行ってきた。発掘面積は約3000面、調査は10月1日より開始し

現在進行中である。

調査地は第二次大極殿地域の南東にあたり、残存土壇を中心に芝を張って朝堂の

位置を表示する整備が行われていた。内裏地域・大極殿地域については従来の数次

にわたる発掘調査で概要が明らかになっている。今回の調査は朝堂院の東第一堂の

規模や変遷を明らかにすることを目的としている。

遺構 調査地は奈良山丘陵から南へのびる尾根上に位置し、東へ向って緩やかな傾

斜で低くなっている。平城宮造営以前の地山（礫を多く含む赤褐色砂質土）の上

に、七世紀前半の土器・円筒埴輪片を含む暗褐色砂質土及び黄褐色粘質土で整地を

して平坦地を造成し建物が建てられている。遺構面上には直ちに水田の床土・耕土

がおかれ、現地表下30cmで奈良時代の遺構面に至る。ただし朝堂推定位置には、大

正13年及び昭和40年代の整備による土砂が50cmの厚さで積まれていた。
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検出した遺構は第二次朝堂院東第一堂、

等である。

その下層建物、朝堂院の東を画する築地

c
 

東第一堂下層建物 (SBOl) 身舎桁行七間、梁行二間の四面に庇が廻る、即ち桁行

総長九間、梁行総長五間の南北棟掘立柱建物である。柱間寸法は身舎梁行が各々 9

尺、 その他は10尺、従って桁行総長は90尺、梁行総長は47尺である。柱径は一尺二

寸。上層の東第一堂基壇土の残る部分ではこの柱の掘形は基壇の下に入り込んでおり、

下層の建物と判明する。奈良時代前半の建物と考えられる。大極殿・後殿・閤門の調査で

も下層に掘立柱建物及び塀が検出されており、それらと関連する遺構であろう。

東第一堂 (SB02) 蓮壇をもつ建物であるが、基壇の大半は削平されてしまって

いる。残った南端部の基壇上に残る六ケ所の礎石抜取穴、基壇北辺及び西辺外側の

礫敷、西辺礫敷の三ケ所に残る階段跡及び基壇外装の凝灰岩製地覆石の抜取痕跡か

ら、東第一堂の建物及び基壇規模が判明した。建物は身舎桁行五間、梁行二間の四面

に庇が廻る。身舎柱間は桁行・梁行とも13尺、庇の出は10尺、従って桁行総長85尺．

梁行総長46尺である。基壇の出は 7尺。礎石は花岡岩、基壇外装は凝灰岩の切石を

用いる。基壇外側の礫敷の外縁部には幅30cm• 深さ 10cmの礫をつめた溝をめぐらす。

なお基壇東辺及び南辺は削平され不明。基壇高さは現存部分で lm。第二次大極殿

・閤門の前に建ち並ぶ12棟の朝堂の一つにあたり、奈良時代後半の遺構である。なお

SB02の基壇築成に際しては基壇周囲を約40cm削平している。従ってSBOlの時代の地

表面はSB02の時代の地表面より約40cm高かったことになる。

SB03発掘区西端北寄りで検出した四間分の掘立柱列である。柱間は中央二間が

10尺、両端が11尺。東西棟建物の東妻と考えられる。建物配置から考えてSBOlと同時

期の可能性があるがなお検討を要する。

SB04発掘区西南端で検出した桁行六間以上、西庇のつく南北棟掘立柱建物であ

る。建物の方位が北でわずかに東へふれており、奈良時代後半以降の建物と考えら

れる。

築地SA05発掘区東側の土塁の下から検出された。基底部幅8尺。西側には幅50

cmの雨落溝がある。

遺物 軒平瓦6663型式2点、 6801型式 1点、軒丸瓦6225型式9点、 6311型式2点、

鬼瓦 1点がある。

まとめ

11) 

12) 

今回の発掘調査から以下のような成果を収めることができた。

第二次朝堂院の東第一堂の規模・形式が判明した。

第二次朝堂院下層の建物の存在とその規模・形式が判明した。

しかしながら今後に残された問題点も少なくない。

Ill 下層掘立柱建物SBOl• 03は大極殿下層の建物群と一体となった区画を形成

するが、その造営時期と性格

について。

12) 上層朝堂の造営時期につい

て。

等である。これらの問題については、

藤原宮・難波宮等との比較、平城宮

内の第一次大極殿・朝堂との対比、

出土遺物や文献史料の検討を通して

慎重に考えてゆかねばならない。今

後の第二次朝堂院地区の発掘調査の

進展をまって結論を出したい。
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調査地位置図



（ 八 圧
'. 

ヘ ヽ

•• 

A
 

-580 

゜B03 

゜ ゜
10 9 9 9 10 

•• 
10 • 
．．． 

．
 
．
 

1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
 

5 B01復原平面

10 13 13 10 

゜゚
゜

(

↓

 

-S90 

゜゚ 。
R F磁芦•四9，.凡ぶ』入如•ャ心況＇心滋邸·

r~・-・・:;;゜゚
！゚
゜

＂”心疇；邁鈴 99ぶ n

—— +------l- 一

。ヽ●に、ス．<•a、で，Witぶ"·"べ9;`・恐涛 -S100 

10 

13 

13 

13 

13 

13 

10 

S110 

D
 

1
1
9
ー

ー

ー

。

9
1
ー
ー
ー
1

千
'
_
9
ー一

ー

—

e 

し‘

-5120 

-5130 

l l l 

5 7 
ヽ

5 B02復原平面

（単位、尺） 。。Oo 
S140 

Il 二

E~。 函 E j。 EB。
平城宮第161次発掘調査遣構図



9' 

宮殿比較

内裏

内裏

一

i、

I
I
I
 

朝

愛

院

I
I
I
I
 
――
 

籾

堂

院

一

――
 

I
I
I
l
 

c
 

-* 一〗4 

て．

c
 

I 
400 

前期謹波宮
I I 

•• n,.宮
平城宮第一次朝公院地浅

第 1期

, ~ 20foffl 

大極殿と朝堂院の変遷

I ＇ 

／ 240 

1 I 
ア

し 1 

270 
口

l I I 
| 

―’ 
A ー→

］ 
2 20 

DI 
／ 195 

^ ^  ^ 
プ

下層祇度柱建切訊遣

朝

堂

院

一

llE1Jド
D 

一
〖

I
I
I
I
 

I
I
I
I
 

朝

裳

院

―

―

後期雌波宮 ‘、
平城宮第一次朝堂院

地域第II期

I
I
I
I
 

<<

朝

堂

院

E

-

I
I
I
I
 

＇ ＇ 平城宮第二次朝棠院地埃

冒
7ー

1

_

-

:
|
 

L
 

三鴨
_＿＿
＿― -＝ 

上
i

――
 

E
i
 

[
 

―-― 
同]-

--•9 1 1 1 ． ーエ・

戸
四

旦層退こ五建吻即岨

216 

長岡宮

回

四
内裏

叶コーー＿
＿ 

1
1
1
1
,
 

且

平安宮

「ー→ニコ―

雫

同 塁王］

＂正わ I

“ホ
出

＂＂ 
百

a"・""
＊
と
正

圃
一
s
n
貫
―
-
"
豊
王
式存｝

"
H
≪
 

平ふ
-＂"宣＿

"39•99 

*""" 

刺

党

踪

{
A
行
芭

同宣
胴

圃
一
2

9

4

覧一

nu“ 
"t"ば中＂＂

一
平
た
2
-
—"
O
L
.

―

墨
宵
尋 "“U“ 

．
宋
尉
ほ

伯
籠
玄
渭

同

同

阿

,Sl•99 
● 99 

向
一
外
正
"
-

-
＂
鼠
鸞
一

.，． 
I.  

-

"

員

夏

一 且
•*99 

-=-1W絨l“II
外 r9

●I常庄既念図

乎迦言l素 Itさ朝堂院


